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①電子版にできること
•スマホやタブレットで情報収集
•気になる記事を最大 200 件保存可能
•30日まで過去記事が検索できる
②紙面ビューアーの特徴
•いつもの紙面と同じレイアウト
•紙面の拡大・縮小で文字が見やすい
•紙面丸ごと印刷できる

　　　　初回のみ、購読開始月は月末
　　　　までの料金がかかりません！
　　（無料期間中の解約はできません）

水稲防除(イネカメムシ)に関する
実態調査等協力のお願い
　令和７年度実施致しました航空防除の検証と、次年度
に使用する薬剤及び追肥についてご意見頂きたく、調査
のご協力お願い申し上げます。

●回答方法	 右記の二次元コードにて
	 ご回答ください。
●回答期限	 令和７年12月30日（火）

※ご回答いただいた個人情報は、当該事業以外の目的以外は
使用いたしません。
※回答用紙などでご回答いただいた方は、必要ございません。

空散防除を実施された水稲農家の皆さまへ

お問合せ先　ＪＡほくさい営農支援課　担当：渡辺
　　　　　　　　　　　　　 電話 048-563-3000

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）及び農協法施行規則（第
81条）に基づき、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象
に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば電話
または封書にて下記宛に連絡くださいますようお願いします。

ほくさい農業協同組合　監事会
　連絡先：住　　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3
　　　　　電話番号　048-561-6911　受付監事　常勤監事　高橋　浩　宛
　　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日、午前９時～午後５時までの間にお願いします。（休日を除く）
※当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご
利用ください。

※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、
予めご了承ください。

【一般苦情相談窓口】
　住　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3　　電話番号　048-561-6911
　担当部署名　企画管理部

ＪＡでは組合員のみなさまからの情報提供窓口を設置しています

日本農業新聞電子版のご案内

電子版で新聞を読みませんか？

月額料金　2,403円
お問合せは各営農経済センターまで

更に！
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年末年始のＪＡ業務
月 日 一般業務 ＡＴＭ　8:00～21:00

R7  12月30日 火 通常営業
通常営業

※系統外金融機関との受取人口座確認
は、各日０時40分から４時00分の間非
稼働となります。

※キャッシングにつきましては、日曜祭
日扱いとなりますので、ご利用時110
円の手数料がかかります。

12月31日 水

休業させていただきます
R8   １月１日 木

１月２日 金

１月３日 土

１月４日 日

１月５日 月 通常営業
〈ＪＡの自動車共済等をご契約の方へ〉店舗休業日の交通事故の受付は、ＪＡ共済事故受付センター（☎0120-258-931）で承ります。
また、故障等レッカーロードサービスについては、ＪＡ共済サポートセンター（☎0120-063-931）にご連絡ください。なお、ＪＡ
共済日常生活事故対応センター（☎0120-628-931）は年中無休で受け付けいたします。受付時間9：00~21：00までの間にご連
絡ください。

月 日
行田燃料配送センター

（行田・川里・羽生のお客様）
☎048-556-1668

加須燃料配送センター
（加須・騎西・北川辺・大利根のお客様）

☎0480-61-4303
行田セルフＳＳ

給油7:00～21:00 ガスセンター

R7  12月30日 火 通常営業 通常営業 通常営業
12月31日 水 A重油のみ（予約分）の配送 ※ 営業時間19:00まで 休業させて

いただきます
☆休日・夜間の緊急連絡先

ガスセンター
☎048-578-8416

R8   １月１日 木

休業させていただきます 休業させて
いただきます１月２日 金

１月３日 土

１月４日 日 A重油のみ（予約分）の配送 ※
通常営業

１月５日 月 通常営業 通常営業
※�31日・４日のA重油の配送は、30日までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にA重油をご希望の方は、
31日・４日のAM９：30までに各配送センターまでご連絡ください。

月 日 行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
R7 12月20日 土

通常営業
年末感謝セール 年末感謝セール 通常営業 通常営業

12月21日 日
12月22日 月

通常営業
12月23日 火 定休日 定休日
12月24日 水 定休日 定休日

通常営業

通常営業
定休日

12月25日 木
通常営業

通常営業

通常営業
12月26日 金
12月27日 土

年末感謝セール 年末感謝セール
12月28日 日 年末感謝セール
12月29日 月

通常営業 通常営業 通常営業
12月30日 火 臨時営業 臨時営業
12月31日 水 正午まで営業

R8   １月１日 木

休業させていただきます
１月２日 金
１月３日 土
１月４日 日
１月５日 月 通常営業

イベントの
ご案内

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
年末感謝セール
12/28㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客様に
粗品プレゼント
※100名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/20㈯～12/21㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客様に
粗品プレゼント
※各日100名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/20㈯～12/22㈪
☆1,000円以上お
買上げのお客様に
粗品プレゼント
※各日50名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/27㈯～12/28㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客様に
粗品プレゼント
※各日50名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/27㈯～12/28㈰
☆1,000円以上お
買上げのお客様に
粗品プレゼント
※各日50名様
☆お米特売

燃
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関
係
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務
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Ｍ
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簡単おせち料理
教えてください！

クリームチーズきんとん

ＪＡほくさい
プレゼンツ

「むさしの村」で

～とっても「お得！」な日帰りプラン～

いちご狩り&冬野菜収穫体験
乗り物５回券付き！！

　栗きんとんを作るのは意外
と手間がかかります。
　クリームチーズにきな粉を
混ぜると簡単に栗きんとん風
おせちができますよ！

※マイカーやレンタカーで時間内に
チェックポイントを回りながら収穫
体験や直売所でのお買い物をお楽
しみいただくドライブ企画です。旬
の農産物が盛りだくさんのＪＡ直売
所と農産物収獲体験をお楽しみく
ださい。【このイベントはJA共済連
埼玉より助成を受けています】

お申込は
こちらから➡

読者からのお便りに
お答えします（ ）

●材料　２人前
クリームチーズ	 60㌘
砂糖	 小さじ1
きな粉	 3㌘
栗の甘露煮	 6粒
黒豆	 8粒
●作り方
クリームチーズを常温に戻
し、砂糖ときな粉を混ぜ合
わせ、栗の甘露煮と黒豆を
飾って出来上がりです。

写真は１人前です

イベント開催日

令和８年1/25日
※20台限定（先着順）

１台４名まで

10,000円

■イベントに関するお問い合わせは

今年もやってきた！

大人気企画

ＪＡほくさい

JAほくさい本店　営農経済部営農支援課　　　☎048-563-3000
緑の中のファミリーランドむさしの村　営業課　☎0480-61-4126

参加費

※車単位での受付となります。
※１名～３名のご参加でも

10,000円になります。　
　　　　　   （１台４人分）

（締切日：令和８年１月16日）

ＪＡバンク利子補給
（お借入から最長３年間）

※借入額100万円以上の場合

最 大 １ ％ 軽 減
保 証 料 は
全 額 助 成

ＪＡバンク利子補給後金利（お借入れから最大３年間）
※借入額100万円以上が対象となります

＋

年 0.600%

年 0.875%

標準金利1.200%から
年0.600%軽減した場合

標準金利1.875%から
年1.000%軽減した場合

１年以上15年以内
（令和７年10月１日現在）

（固定金利）

（変動金利の場合）

■別途保証料一括前払い：年0.38%
〇利子補給後の利率は下限金利の定めがあります。（下限金利0.6%）
〇利子補給最大１％軽減はお借入日より３年間となります。４年目以降利子補給はなくなり標準金利に戻ります。
〇お借入時に他のお借入資金で延滞中のものがあった場合、利子補給の対象外となります。
〇保証料の助成は、保証料を一度お支払いいただいた後、全額助成いたします。

お問合せ　本店・ローンセンター（☎048-560-5200）および各支店で承ります

ＪＡ農機ハウスローン

マイカーで巡る
ドライブラリープラン

❹



年金に関しての質問ゃ面倒な手続きを
JAがお手伝いさせていただきます。

※詳しくは、店頭又はJAほくさいホームページをご覧ください。
https:/ /jahokusai.jp/ 

※ただし、上記イベントはコロナ等の関係により中止になる湯合がありますのでご了承ください。

まずは、ご相談ください。

（ピンクまたはブルー）
※色は選べません。

※500円プレゼントは令和8年3月末まで

もれなく素敵な
ステンレスタンブラー
をプレゼント！

円
さらに

特典
その1

※令和8年3月末まで

JAカードを同時に
こ契約いただくと
年金振込口座をご指定時に…

プレゼント！500円プレゼント！500

特典
その2

金利上乗せ定期貯金
ご契約いただく時点の
店頭表示金利の

でお預かりいたします

特典
その4

010％上乗せ
年金友の会

親睦旅行・会員の集い

特典
その3

うれしい4つの特典

年金のお受取りはJAほくさいで

笑顔が増える年金友の会

日帰り旅行（むさしの村：歌謡ショー
お笑い）、優待旅行、ゴルフ大会、グ
ラウンド・ゴルフ大会等、健康推進
活動にご参加いただけます。

❺



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（６頁〜７頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　北川辺農産物直売所では毎月第２土曜日に、万姓塾が蕎麦とう
どんを１杯300円で販売しています。
　11月中旬に万姓塾の佐藤充宏さんが生産した蕎麦の収穫が行
われました。12月13日に同直売所で販売される盛り蕎麦は、新
蕎麦が使用されます。
　多田富雄店長は「蕎麦の販売日は売上も好調で大変助かってい
る。新蕎麦を味わいに、是非北川辺農産物直売所に足を運んでほ
しい」と話しています。

北川辺農産物直売所で新蕎麦販売

左から万姓塾の佐藤充宏さん、大澤勝さん、石川雄一さんと
利用者の皆さん

　ＪＡ年金友の会は11月５日に、羽生市手子林公民館グラウン
ドで第10回ゲートボール大会を開催しました。
　開会で箱島登会長は「皆さまのご協力のもと、今大会は10回
目を迎えることができました。今日は思う存分プレーを楽しんで
ください」と挨拶しました。
　羽生支部から２チーム、北川辺支部から１チームが参加しました。
　優勝は手子林Ａチームでした。
　参加者からは「日頃の練習の成果を発揮できる大会を今後も続
けてもらいたい」との声がありました。
　また、最高齢の89歳で参加した中野日出子さん（北川辺チーム）
に、プレミアムシルバー賞が贈られました。

年金友の会ゲートボール大会開催 （
後
列
左
か
ら
）儘
田
喜
代
子
さ
ん
、栗
本
保
子
さ
ん
、

岡
戸
茂
さ
ん

（
前
列
左
か
ら
）
竹
村
博
さ
ん
、
箱
島
会
長
、
江
森

孝
子
さ
ん

　加須市園芸組合は、10月19日から花付きキュウリの出荷を始めました。
　栽培する農家は４軒で、作型は晩抑制。主な品種は「まりん」で、花
色が鮮やかな12月上旬まで京浜市場に約20㌧を出荷します。
　花付きキュウリは先端に花が付いた状態で出荷し、鮮度がよい証拠で、
市場からの引き合いも多く、高値で取引されます。
　加須市でキュウリ農家を営む儘田兼一さんは10月22日、妻や従業員と
20㌃のハウスでキュウリの収穫に追われていました。
　８月22日に、ハウス内の温度が50℃に迫る中で苗の植え付け、９月の
猛暑下では、遮光や換気、朝晩のかん水で温度調節し、栽培管理を徹底
しました。その甲斐もあり色つやがよくシャキッとした食感の良品質のキ
ュウリに仕上がりました。
　儘田さんは「収穫や箱詰めは、花が落ちないように丁寧な作業を心掛け

ている。花付きキュウリを見かけたら手に取って、新鮮さを味わってほしい」と笑顔で語ります。

花付きキュウリ出荷最盛

キュウリを収穫する儘田さん

　10月21日、皇居で行われた新嘗祭献穀献納式に、
埼玉県献穀者の新井健一さん、順子さんご夫妻が参
列しました。
　10月31日にＪＡ本店を訪れた新井さんご夫妻は、
式典で「彩のきずな」１升（約1.5㌔）を献納したこと
を大塚宏組合長と蓮見浩明専務に報告しました。
　大塚組合長は「猛暑の中、米の栽培管理にご苦労
されたと思います。ご夫妻のご尽力に敬意を表しま
す」と栄誉をたたえました。
　新井さんは「ＪＡをはじめ多くの関係者のおかげ
で、無事に献納できました。今後も地域農業の発展
と米作りに励んでいきたい」と喜びと感謝を伝えま
した。

新井さんご夫妻が「彩のきずな」を献納

左から新井さんが生産した「彩のきずな」を手にする
大塚組合長と新井順子さん、新井健一さん、蓮見専務

❻



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（６頁〜７頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは10月22日に、令和７年度新入職員を対象とした農業研修
を行いました。
　参加した新入職員は５人。
　新入職員は、㈱ほくさいグリーンアグリの永沼竹彦統括マネージ
ャー指導のもと、コンバインの運転や稲刈り、除草作業について学
びました。
　参加した加須営農経済センターの田沼正義職員は「カリフラワー
の苗間の雑草は、生育を阻害したり病害虫の温床になるため除草が
必要と学び、除草作業に真剣に取り組んだ。この研修を業務にいか
したい」と話しています。

新入職員研修で農作業体験

カリフラワーの苗間の草を取る田沼職員（右）と
新入職員ら

　ＪＡ年金友の会大利根支部は10月21日に、加須市大利根運
動公園で会員の親睦と健康維持を目的にグラウンド・ゴルフ大
会を開催しました。参加者は151人。
　優勝は元和地区の大塚照子さん。大塚さんは「他地区の方と
プレーできるので、毎年楽しみにしている。去年は６位だった
が、今年は優勝できたのでとても嬉しかった。練習を重ね来年
も優勝したい」と喜びを語りました。
　準優勝から５位は以下のとおりです。
準優勝：加納幸雄さん（原道地区）、第３位：田村敏明さん（元
和地区）、　第４位：荒井和夫さん（原道地区）、第５位：松本
喜市さん（豊野地区）

年金友の会大利根支部がグラウンド・ゴルフ大会開催

（後列左から）荒井さん、松本さん、大利根支部大塚久雄支部長　
（前列左から）大塚さん、加納さん、田村さん

　北川辺胡瓜・茄子部会は10月10日に、北川辺野菜集荷所で、抑制キュウリ
の目ぞろえ会を開きました。
　生産者と市場関係者（埼玉県中央青果）の８人で、出荷規格等の統一を図り
ました。初出荷は９月10日で、12月上旬までキュウリ約６㌧を出荷する予定
です。
　同部会の新井英二部会長は「北川辺キュウリのブランドを汚さぬよう、荷造
りの際迷ったら規格を下げて出荷し、市場関係者やお客様の信頼を得よう」と
生産者に呼びかけました。

北川辺キュウリ目ぞろえ会

規格を確認する市場関係者と生産者ら

　加須市立志多見小学校は10月３日に、農業体験をとおして食農
教育の推進を図るため、加須市の志多見小学校学校ファームで水稲
品種「彩のきずな」の稲刈りを体験しました。
　参加児童は、４年生～６年生の55人。
　同市の若手農業集団ヤング農マンのメンバーや地元農家の指導の
もと稲刈りがスタート。６月に、大きな鯉のぼり一匹をデザインし
て田植えをした稲を刈り取りました。
　４年生の児童は「初めての稲刈りで、最初はうまく稲を刈れなか
ったけど、なれてくると上手に刈れるようになって楽しかった」と
笑顔で話していました。

志多見小学校が稲刈り体験

刈り取った稲をコンバインに運ぶ児童ら

❼



　ほくさい農協川里花き出荷協議会は鴻巣市川里地区の花き農家52人の会員が所属する組織です。
　1984年に設立し、今年で40周年を迎えました。
　主に栽培する花きは「カーネーション」「プリムラ」「シクラメン」「パンジー」「ビオラ」など。
　全国トップクラスの花き生産地で、全国の市場に出荷しており、年間の出荷額は約５億円です。
　花き栽培の他、会員同士の情報交換や、商談会への出展、市場視察など川里地区の花をＰＲするため、日々、
努力しています。

会長　小河原正純

祝！
40周年～花の里川里～

を紹介します！
ほくさい農協川里花き出荷協議会

～ほくさい農協川里花き出荷協議会について～

　毎年３回、ＪＡほくさい川里中央支店の花壇に花を植
えています。
　来店者やＪＡ職員から大変喜ばれています。

　同協議会で主力の花といえば「プリムラ」。全体の約
３割にあたる会員17人が栽培しています。日光戦場ヶ
原で山上げ栽培も行っています。

❽



同協議会の

生産者と花を
ご紹介します！

●ノースポールの出荷量　約５万ポット

内田和正さん

●アネモネの出荷量　約５万ポット
㈲アサミグリーンプランツ
朝見卓也代表

●シクラメン出荷量　ポット・鉢 合計約４万

広田園　小河原正純代表

●カランコエ出荷量　約10万ポット（通年）

矢澤園芸　矢澤勇人さん

●プリムラ出荷量　約10万ポット

羽鳥園芸　羽鳥健一代表

 ノース
    ポール

アネモネ

シクラメン

カランコエ

プリムラ

ノースポールは育てやすい花で、白く可憐
な花が咲きます。種がこぼれると翌年自生
することもあります。是非育ててみてくだ
さい。

アネモネは華やかで鮮やか。女性に特に人
気があります。１輪でも華やかですが、寄
せ植えの主役としても活躍します。

シクラメンを部屋に飾り、くらしに彩を添えたり、
親しい人に贈ってみてはいかがでしょうか？園芸
を楽しんでもらい、あなたのくらしに植物を！

両親、パート従業員と花を栽培しています。カランコエはぷっ
くりした葉がかわいく、愛らしい花が咲きます。川里の若手
生産者と手を携え川里の花き産業を盛りたてて行きたい。

これからの時期、冬枯れの庭も趣きがありますが、
鮮やかなプリムラを植えて楽しんでみてはいかがで
しょうか？皆さんに彩りある生活を送ってもらいたい。

❾



ＪＡほくさいの地域貢献活動

　ＪＡは10月23日に、ＪＡ本店で埼玉県特別支援学校
羽生ふじ高等学園に小麦などの食材を寄贈しました。
　当日は同学園やＪＡの関係者ら13人が参加しました。
　ＪＡ大塚宏組合長が同学園の折原裕朋校長に小麦「あ
やひかり」と国産米粉12袋（１袋/300㌘）を手渡しま
した。
　折原校長は「いただいた食材を活用し、生徒の技術向
上につなげたい」と話していました。
　大塚組合長は「埼玉県内でとれる小麦や米を調理いた
だき、地産地消を実践してもらいたい」と話しました。

羽生ふじ高等学園に食材提供

寄贈式で米粉を手にする〈左から〉同学園川田教頭先生、
折原校長先生、大塚組合長、蓮見専務　

　ＪＡほくさいは10月31日に、ＪＡ本店で子
ども食堂寄贈式を行いました。
　ＪＡ大塚宏組合長が、行田市社会福祉協議会、
羽生の杜、羽生子育てサポートキャロット、加
須市社会福祉協議会の代表に、新米「彩のきず
な」など760㌔を寄贈しました。今回の寄贈は、
ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立
金を活用しました。
　加須市社会福祉協議会常務理事兼事務局長の
正能好子さんは「いただいた米を活用し、子ど
もたちにおなかいっぱい食べさせたい」と感謝
を述べました。

　大塚組合長は、「皆さまのお力を借りて、お米を必要とする世帯にほくさいのお米を届けていただけたら幸い
です。これからも協同組合にできることを実践したい」と話しました。
　米は約670世帯及び、子ども食堂に提供されました。

子ども食堂にお米寄贈

新米『彩のきずな』他760㌔を子ども食堂関係者に寄贈する大塚組合
長（右から３人目）とＪＡ役員

　10月18日に加須市のＳＦＡフットボールセンターで、
加須市スポーツ少年団サッカー部会主催の「第４回ほくさ
いカップ少年サッカー大会」が開
かれ、ＪＡはこの大会に協賛しま
した。
　ＪＡはトロフィ、メダル、サッ
カーボール、ＪＡオリジナルパッ
クごはんの「ＪＡほくさいのごは
ん」16ケース（１ケース/12個）を寄贈し
ました。ＪＡ共済連埼玉県本部の
地域・農業活性化積立金を活用し
ています。
　優勝した行田サウスフェニックスサッカースポーツ少年団の山本悠斗キャプテンは「自分自身は悔しいプレー
もあったが、チームが優勝できて嬉しい」と喜びを語りました。

少年サッカー大会への協賛

ＪＡのパックごはんを手にする同サッカースポーツ少年団
の選手とＪＡ営農経済部煙山博貴部長（後列左）

寄贈したトロフィー、メダ
ル、サッカーボール

ＪＡほくさいは、食農教育や子育て支援などを目的に、地域貢献活動を行っています。
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

普
段
か
ら
農
作
業
の
安
全
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
か
？

　

農
作
業
は
様
々
な
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
で
、
一
歩
間
違
え
る
と
怪

我
に
繋
が
り
、
後
遺
症
が
残
っ
た

り
、
最
悪
の
場
合
は
命
を
落
と
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１ 

農
作
業
に
お
け
る
死
亡
事
故

　

農
作
業
に
お
け
る
死
亡
事
故
の

件
数
自
体
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
農
業
従
事
者
10
万
人
あ

た
り
の
死
亡
事
故
件
数
は
増
加
し

て
お
り
、
事
故
に
遭
う
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
農
業
機
械
に
よ

る
事
故
は
全
体
の
６
割
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
）。
内
訳
を

み
る
と
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の

路
外
逸
脱
や
転
落
等
の
事
故
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
の
利
用
は
作
業
の
効

率
化
、
生
産
性
の
向
上
、
労
働
力

不
足
の
解
消
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
現
代
の
農
作
業
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
反

面
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
一
面
と
し
て

農
作
業
事
故
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
最
大

限
の
注
意
が
必
要
で
す
。

 　

事
故
防
止
の
た
め
、
乗
用
型
ト

ラ
ク
タ
ー
乗
車
時
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
や
安
全
フ
レ
ー
ム
の
確
認
、

刈
払
機
使
用
時
の
す
ね
当
て
や

ゴ
ー
グ
ル
等
の
安
全
装
備
の
着
用

な
ど
、
作
業
時
に
は
機
械
や
周
囲

の
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
安
全
確
保
の
た
め
、
令
和
９

年
１
月
１
日
以
降
に
製
造
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
、
道
路
走
行
の
際

に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務

化
さ
れ
る
な
ど
、
安
全
対
策
の
制

度
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
機
械
を
使
用
し
な
い
作

業
中
の
転
落
や
火
傷
も
発
生
し
て

い
る
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

２ 

熱
中
症

　

近
年
、
夏
場
の
気
温
の
高
い
日

が
多
く
、
今
後
の
気
象
状
況
を
鑑

み
て
も
農
作
業
の
際
に
は
熱
中
症

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
本
人
が
気
づ
き
に
く

い
た
め
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

等
の
指
標
を
事
前
に
確
認
し
、
少

し
で
も
違
和
感
が
あ
っ
た
ら
作
業

時
間
の
調
整
や
中
断
、
こ
ま
め
な

休
憩
や
水
分
・
塩
分
補
給
を
行
う

な
ど
、
暑
さ
か
ら
自
分
の
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
熱
中
症
対
策
の
一
環
と

し
て
、事
業
主
の
「
体
制
の
整
備
」

「
対
象
者
へ
の
周
知
」
を
行
う
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、

熱
中
症
対
策
が
重
要
な
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
み
な
ら
ず
、

パ
ー
ト
さ
ん
へ
の
配
慮
に
も
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。　

　 

３ 

農
作
業
安
全
確
認
の
効
果

　

事
故
が
起
こ
る
と
、
自
身
や
従

業
員
が
農
作
業
に
従
事
で
き
な
く

な
る
な
ど
、
経
営
上
の
リ
ス
ク
に

な
り
ま
す
。

　

リ
ス
ク
と
し
て
捉
え
た
場
合
、

自
然
災
害
や
資
材
の
高
騰
等
は
防

げ
な
い
リ
ス
ク
で
す
が
、
農
作
業

事
故
は
防
げ
る
リ
ス
ク
で
す
。
事

故
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
安
定
的
に
営
農
を
継
続
し
ま

し
ょ
う
。

　

農
林
水
産
省
や
農
研
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
農
作
業
安
全

に
関
す
る
資
料
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
研
修
資
料
と
し
て
も
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
修
に
は
少
し
の
時
間
を
費
や

せ
ば
済
み
ま
す
が
、
事
故
を
お
こ

す
と
一
生
後
悔
が
残
る
こ
と
に
も

な
る
の
で
、
今
一
度
、
農
作
業
安

全
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

農
作
業
事
故
に
つ
い
て
学
ん
で
、

安
全
安
心
な
農
作
業
！

農林水産省
農作業安全HPへ

農林水産省啓発ステッカー
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ひ
と
つ
家
に
ふ
た
つ
の
余
生
冬
至
粥　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

湯
豆
腐
の
ゆ
ら
ぎ
を
一
人
聴
く
夜
か
な　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

勝
者
の
歓
喜
敗
者
に
エ
ー
ル
赤
と
ん
ぼ　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

声
だ
け
が
抜
け
出
る
手
段
芒
原　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

仏
壇
の
夫
に
繰
り
言
宵
の
秋　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

白
鳥
来
海
の
碧
さ
を
身
に
帯
び
て　
　
　
　

行　

田　

須
加　

信
子

温
も
り
の
猫
膝
に
置
く
秋
時
雨　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

無
人
駅
穭
田
千
里
走
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

籾
殻
と
木
箱
の
香
り
初
り
ん
ご　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

す
り
鉢
の
厨
の
胡
麻
の
軽
き
音　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

身
の
入
む
や
人
工
骨
の
膝
頭　
　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

冬
の
陽
を
追
い
か
け
て
干
す
濯
ぎ
物　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

農
道
を
隔
て
稔
り
と
休
耕
田　
　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

冬
温
し
屋
敷
稲
荷
を
掃
き
浄
む　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

手
に
触
る
る
肩
に
も
触
る
る
乱
れ
萩　
　
　

行　

田　

新
島　

政
子

木
犀
の
か
お
り
の
道
を
横
切
っ
て　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

い
ろ
は
坂
紅
葉
何
処
何
処
懐
か
し
む　
　
　
　

〃　
　

市
川　

政
信

コ
ス
モ
ス
に
今
日
も
笑
顔
の
三
千
歩　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

枯
萩
に
謝
び
て
ば
っ
さ
り
刈
り
取
り
ぬ　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

学
校
の
銀
杏
並
木
の
色
づ
き
ぬ　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

秋
彼
岸
娘
白
髪
に
孫
連
れ
て　
　
　
　
　
　

加　

須　

谷
川
常
五
郎

運
動
会
こ
こ
ぞ
と
腰
上
げ
宝
探
し　
　
　
　
　

〃　
　

田
島　

許
子

※
2
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く

さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

竜
田
姫
そ
ろ
そ
ろ
帰
り
仕
度
か
な　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

（
評
）竜
田
姫
と
は
奈
良
の
立
田
神
社
の
風
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
の
事
で 

秋
の
季
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
男
神
は
立
田
彦
と
称
さ
れ
る
。
一
気
に
寒

さ
が
増
し
出
番
が
な
く
な
っ
て
き
て
帰
り
支
度
を
し
て
い
る
と
言
う
。

昨
今
の
気
象
現
象
を
愁
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

きさい 通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は騎西地区です。

　ＪＡほくさい騎西カントリーエレベーターは、昭和
63年度農業生産体質強化総合推進対策事業として国
の補助を受け、昭和63年10月に着工し、平成元年３
月に竣成されました。
　当施設は、主サイロ８本、副サイロ３本を有し、
2,225㌧の米麦を貯蔵することができる米麦大規模乾
燥調製貯蔵施設です。
　施設では、生産者から搬入された原料（米・麦）を
荷受設備で一時保管し、全自動による自主検査を行い
ます。その後、乾燥設備で乾燥作業を行い精選作業後、
麦や籾をサイロに貯蔵します。籾は全自動籾摺調製プ
ラントで籾摺りします。製品取
りや出荷作業も行いＪＡの営農
経済事業において重要な役割を
担っています。
　籾摺りで出た籾殻は、希望す
る方に無料で提供しています。
　当時から現在にいたるまで、
多くの組合員の皆さまにご利用
いただいております。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

ＪＡほくさい
騎西カントリーエレベーター

を紹介します！
加須市戸室６６７番地　☎0480-73-4417

騎西カントリーエレベーター全景

籾摺りで出た籾殻作業するＪＡ職員
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令
和
７
年
分
も
農
業
所
得
と

不
動
産
所
得
を
青
色
申
告
し
ま

す
。
今
年
は
公
的
年
金
の
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
申
告
に
あ
た
っ
て
留
意
す

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

①
長
男
（
大
学
生
）
の
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
は
１
８
０
万
円
で

し
た
。
②
米
価
が
上
が
っ
た
の

で
農
業
収
入
は
前
年
比
１
５

０
％
で
し
た
。
③
貸
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
１
０
０
０
万
円

を
支
払
い
ま
し
た
。
④
被
相
続

人
（
父
）
が
住
ん
で
い
た
居
宅

を
相
続
し
て
か
ら
譲
渡
し
ま
し

た
。
⑤
上
場
株
式
を
売
却
し
て

５
０
０
万
円
の
損
失
が
出
ま
し

た
。
⑥
住
宅
用
地
と
し
て
Ａ
社

へ
１
０
０
０
㎡
の
土
地
を
譲
渡

し
ま
し
た
。

確
定
申
告
に
備
え
て
準
備
す
る
も
の

今
年
の
主
な
改
正
点

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
申
告
納
税

制
度
の
も
と
で
、
一
年
間
の
所
得
と

納
税
額
を
自
ら
計
算
し
て
確
定
さ
せ

る
機
会
で
す
。
確
定
申
告
は
納
税
者

の
義
務
で
あ
り
権
利
で
も
あ
る
の
で

す
。
今
年
は
給
与
所
得
控
除
が
65
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
基
礎
控
除
も

所
得
額
に
応
じ
て
10
万
円
か
ら
最
高

47
万
円
ま
で
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
、
ひ

と
り
親
、
勤
労
学
生
に
該
当
す
る
所

得
金
額
要
件
も
48
万
円
か
ら
58
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
控
除
額
も
そ
れ

ぞ
れ
10
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
特
定
扶
養
親

族
に
つ
い
て
は
、
特
定
親
族
特
別
控

除
（
所
得
に
応
じ
て
３
万
円
か
ら
最

高
63
万
円
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

長
男
（
大
学
生
）
の
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
が
１
８
０
万
円
あ
り
ま
す
が
、
合

計
所
得
金
額
が
１
１
５
万
円
で
も
特

定
親
族
特
別
控
除
を
11
万
円
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
は
収
入
増
対
策

　

７
年
産
米
の
共
同
計
算
で
は
前
渡

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
奨
励
金
等
が
増

え
た
こ
と
か
ら
農
業
所
得
は
黒
字
に

転
じ
た
よ
う
で
す
。
後
半
に
な
っ
て

作
業
場
を
改
修
し
青
色
専
従
者
給
与

を
見
直
す
ほ
か
、
農
機
具
を
買
い
替

え
る
な
ど
の
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

経
営
基
盤
強
化
準
備
金
の
積
立

　

認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

要
件
に
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付

金
収
入
を
も
と
に
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
準
備
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
５
年
間
積
み
立
て
た
後

に
こ
れ
を
取
り
崩
し
雑
収
入
に
計
上

し
ま
す
が
、
計
画
し
た
土
地
や
農
業

機
械
を
導
入
し
た
と
き
に
、
機
械
等

の
取
得
価
額
を
圧
縮
記
帳
（
圧
縮
損

と
し
て
費
用
を
計
上
）
す
る
こ
と
で

節
税
す
る
し
く
み
で
す
。

青
色
専
従
者
給
与
の
見
直
し

　

青
色
専
従
者
給
与
を
見
直
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。税
務
署
長
に「
青

色
専
従
者
給
与
に
関
す
る
変
更
届
出

書
」
を
提
出
し
て
、
届
出
金
額
の
範

囲
内
で
、
か
つ
適
正
額
で
あ
れ
ば
支

給
額
を
変
更
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
青
色
専
従
者
は
他
の
親
族
の

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
は

な
れ
な
い
の
で
所
得
要
件
よ
り
適
正

な
支
給
額
を
考
え
ま
す
。

減
価
償
却
の
特
例

　

建
物
や
構
築
物
、
農
業
機
械
な
ど

の
資
産
は
法
定
耐
用
年
数
に
わ
た
っ

て
取
得
価
額
を
減
価
償
却
に
よ
っ
て

各
年
に
そ
の
費
用
を
配
分
し
ま
す
。

簡
便
償
却
、
一
括
償
却
、
少
額
資
産

の
即
時
償
却
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
取

得
価
額
の
全
額
を
償
却
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
青
色
申
告
者
で
経
営
力

向
上
計
画
を
策
定
し
、
認
定
を
受
け

た
場
合
に
農
業
機
械
等
を
導
入
す
る

と
、
即
時
償
却
か
税
額
控
除
と
す
る

経
営
力
強
化
税
制
で
す
。

賃
料
は
契
約
に
も
と
づ
い
て

　
「
翌
月
分
を
当
月
末
ま
で
に
支
払

う
」
と
契
約
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

契
約
賃
料
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
場

合
で
も
当
月
末
に
支
払
わ
れ
た
も
の

と
し
て
収
入
金
額
と
さ
れ
ま
す
か
ら
、

通
帳
や
帳
面
の
記
録
の
み
で
決
算
し

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

貸
家
の
修
繕
費

　

支
払
総
額
が
20
万
円
未
満
の
場
合

や
定
期
的
な
修
繕
は
全
額
必
要
経
費

と
し
、
修
繕
費
の
う
ち
建
物
の
資
産

価
値
を
高
め
耐
用
年
数
を
伸
ば
す
こ

と
が
明
ら
か
な
支
出
は
資
産
計
上
し

て
減
価
償
却
し
ま
す
。
修
繕
費
か
建

物
か
を
区
分
で
き
な
い
場
合
は
、
修

繕
費
用
の
30
％
を
資
本
的
支
出
と
し

ま
す
。

相
続
し
た
空
き
家
の
譲
渡

　

被
相
続
人
が
居
住
の
用
に
供
し
て

き
た
居
宅
（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
し
た
も
の
に
限
る
）
と
そ

の
敷
地
を
相
続
開
始
後
３
年
以
内
の

年
の
12
月
31
日
ま
で
に
譲
渡
し
た
場

合
は
、
譲
渡
所
得
の
計
算
上
３
０
０

０
万
円
の
特
別
控
除
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
当
該
土
地
建
物
が

所
在
す
る
市
町
村
長
の
発
行
す
る

「
被
相
続
人
の
居
住
用
家
屋
等
確
認

書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
要
件
に
な

り
ま
す
。

上
場
株
式
の
譲
渡
損
失

　

上
場
株
式
の
売
買
に
よ
る
損
益
は

源
泉
分
離
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
他
の
所
得
と
損
益
を
通
算
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
株

式
の
売
買
で
損
失
が
発
生
し
た
り
前

年
以
前
３
年
以
内
に
生
じ
た
譲
渡
損

失
が
あ
る
場
合
は
、
他
の
株
式
の
譲

渡
益
又
は
配
当
所
得
と
通
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
損
失
を
繰
越
控
除

す
る
た
め
の
資
料
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
地
の
譲
渡
所
得

　

先
代
か
ら
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し

た
農
地
を
住
宅
用
地
と
し
て
譲
渡
し

た
場
合
は
、
長
期
譲
渡
所
得
と
し
て

他
の
所
得
と
分
離
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
相
続
開
始
か
ら
３
年
10
ケ
月
以

内
に
譲
渡
し
た
場
合
は
譲
渡
し
た
土

地
に
係
る
相
続
税
額
を
取
得
費
と
し

て
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
売

買
代
金
か
ら
取
得
費
譲
渡
費
用
を
差

し
引
い
た
譲
渡
所
得
に
対
し
て
、
所

得
税
と
災
害
復
興
特
別
税
を
合
わ
せ

た
15
・
３
１
５
％
、
５
％
の
住
民
税

を
合
わ
せ
た
20
・
３
１
５
％
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開
発
許

可
を
得
て
優
良
な
住
宅
地
の
造
成
分

譲
を
す
る
た
め
の
譲
渡
に
該
当
す
れ

ば
、
譲
渡
所
得
の
う
ち
２
０
０
０
万

円
ま
で
の
部
分
は
所
得
税
14
・
21
％

の
税
率
に
な
り
ま
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
乗
る
ソ
リ
を

引
き
ま
す

❷
練
り
物
や
大
根
な
ど
を
煮
込
み
ま

す❸
ご
は
ん
の
こ
と
。
握
り
―
―

❺
和
服
の
袖
の
下
、
袋
状
の
部
分

❻
―
―
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず

❽
南
米
の
北
端
に
あ
る
国
。
首
都
は

ボ
ゴ
タ

⓬
漢
字
で
は
独
活
と
書
く
山
菜

⓭
木
を
切
り
倒
す
と
き
に
使
い
ま
す

⓮dB

と
表
記
さ
れ
る
、
音
な
ど
の

強
さ
を
示
す
単
位

⓯
暮
れ
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
贈
り
ま

す⓰
人
間
は
二
足
―
―
を
す
る
生
き
物

で
す

⓱
疲
れ
た
と
き
に
は
出
し
て
、
お
い

し
い
と
き
に
は
落
ち
る
も
の

⓳
泣
き
顔
に
な
る
こ
と
。
―
―
を
か

く

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
７
年
12
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉
ブ
ン
カ
サ
イ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
夜
目
―
―
笠
の
内

❹
足
を
中
に
入
れ
て
暖
を
取
り
ま
す

❼
サ
ッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表
の
愛
称

に
使
わ
れ
て
い
る
花

❾
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
使
わ
れ
る

木❿
日
本
酒
を
温
め
る
こ
と

⓫
じ
ょ
う
ご
と
も
呼
ば
れ
る
道
具

⓭
忘
年
会
で
乾
杯
の
―
―
を
取
っ
た

⓯
高
い
と
こ
ろ
に
載
せ
た
も
の
を
取

る
と
き
の
体
勢

⓰
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
て
っ
ぺ
ん

に
も
飾
り
ま
す

⓱
青
い
染
め
物
に
使
わ
れ
る
植
物

⓲
物
ご
と
の
順
序
な
ど
が
さ
か
さ
ま

に
な
っ
て
い
る
こ
と

⓴
さ
さ
が
き
に
す
る
こ
と
も
多
い
根

菜㉑
韓
国
の
首
都

　
あ
っ
と
い
う
間
に
師
走
と
な
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ま
の
ご

意
見
や
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
毎
朝
の
愛
犬
と
の
散
歩
も
一
段
と
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
お
風
邪

な
ど
召
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。

　
�

Ｗ
・
Ｍ

編
集
後
記

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

☆
園
部
美
津
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
寺
山
　
佳
宏
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
渋
沢
　
弘
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
大
川
恵
美
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
石
川
　
　
卓
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
坂
本
　
芳
美
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
石
川
　
道
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
秋
本
　
敦
子
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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02 …INFORMATION
06 …ニュースストーリー
08 …特集「花の里川里　ほくさい農協

川里花き出荷協議会を紹介します！」
10 …ＪＡほくさいの地域貢献活動
1１ …営農ワンポイント
12 …きさい通信／俳句
13 …表紙の人／長寿バンザイ

／うちのペット自慢
14 …西田税理士の税務相談
15 …クロスワードパズル

2025年
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JAグループさいたま
アグリマシンフェアー

JAグループさいたま
アグリマシンフェアー

会場のご案内

主催／埼玉県内JA ・ 埼玉県JA農機協議会 ・ 全国農業協同組合連合会埼玉県本部
協賛／全農埼玉県本部取扱メーカー各社 ・ 埼玉県農業協同組合中央会
　　　埼玉県信用農業協同組合連合会 ・ 全国共済農業協同組合連合会 埼玉県本部
　　　埼玉県農業共済組合

お問い合わせ お近くのJA 又は JA全農さいたま農機課 TEL.048-559-0315

会場
国
道
17
号
バ
イ
パ
ス

武
蔵
水
路

県道128号

国道125号バイパス

国
道
122
号

国道122号
バイパス

至館林

至騎西至鴻巣

全農
埼玉県本部
行田センター

富士見
工業団地

上之南

真名板

志多見

持田インター

むさしの村

●会場内は禁煙とさせていただきます。
●発熱の症状がある方のご来場はご遠慮ください。

ご来場いただく
方へのお願い

出展内容 ●水田、畑作、園芸用各種農業機械
●中古農業機械コーナー

住 所  埼玉県加須市志多見1700-1
TEL  0480-61-4126㈹

むさしの村 特設会場むさしの村 特設会場むさしの村 特設会場会場

会場のご案内

9：00～15：00 9：00～14：00
1/30 ・31令和8年

金 土


